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研究成果の概要： 
 ホロコーストにおけるユダヤ人財産の略奪、その戦後の返還、そして 1990 年代末に始
まる補償問題の再燃という、約 70 年にわたるユダヤ人の財産問題の軌跡を追い、その全
体像を明らかにした。その結果、財産問題が戦後を通じてくすぶり続けてきた理由が明ら
かとなり、さらにヨーロッパでユダヤ人が奪われた財産の返還補償が、パレスチナでは土
地を追われたアラブ人の財産問題という、新たな問題と関係していることが示された。研
究成果は『ユダヤ人財産は誰のものか―ホロコーストからパレスチナ問題へ』（白水社 2008
年）として発表した。 
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１．研究開始当初の背景 
 1990 年代末、ヨーロッパではナチズムに
起因する戦後補償の問題が大きな関心を呼
んだ。特にアメリカでは、ユダヤ人がホロコ
ーストにおいて奪われた財産の返還要求が、
集団訴訟という形でたたかわれた。このよう
な中、戦後半世紀が経過してもなお、ユダヤ
人の残置財産が深刻な政治問題となる理由
は、日本では理解されていなかった。なぜな

ら我が国では、ホロコーストといえばユダヤ
人の「死」の問題であり、物的な問題、つま
り奪われた「モノ」や「カネ」については、
ほとんど研究されてこなかったからである。
また、こうした財産が戦後どのように返還補
償され、またはされなかったのかについても、
学術的な研究はなかった。 
２．研究の目的 
 上のような状況にあっては、まずユダヤ人
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の財産問題をめぐる、通史的な全体像を提示
することが不可欠であると考えた。したがっ
て、ナチによるユダヤ人財産の「アーリア化」
と略奪、その戦後の返還、さらに 90 年代以
降の補償という、性格の異なる諸問題を、そ
れぞれ独立したものとして扱うのではなく、
連続したものとして描き出すことを目的と
した。これにより、ナチ時代のアーリア化に
ついては知っているが、当該財産が戦後どう
なったのかについては聞いたことがないと
いった、いわば「知識の分断」を克服するこ
とができる。また 1933 年から現在までとい
う長期的視点でとらえることにより、時々の
返還措置からこぼれ落ちてゆく財産の種類
が明らかになり、未解決の問題としては何が
残っているのか、また将来的に何が問題にな
りうるのかといった点も、おのずと解明され
る。本研究が意図したのは、領域横断的な、
鳥瞰的な研究であり、それは大局的な歴史の
流れを把握し、その延長上にある現在のわれ
われの世界が抱える問題について、そのルー
ツから明らかにすることに他ならない。 
３．研究の方法 
ユダヤ人財産の問題は、歴史・政治・法律

の分野にまたがる問題であるので、従来の歴
史研究とは異なる手法を取り入れた。まず
1933年から現在までを三段階に分け、①
1933-1945年、②1945-1957 年、③1995年以
降とし、①をアーリア化と略奪の時期、②を
財産返還の時期、③をアメリカの集団訴訟を
契機とする補償の時期と位置付けた。①と②
は歴史学の範疇にはいるが、③については法
学の分野になるため、それぞれぞれの段階で
異なる手段で史料（資料）収集を行った。各
段階における研究方法については以下の通
り。 
①のアーリア化、略奪については、すでに

十分な二次文献が存在するので、アーリア化
の個別例を実証的に分析する場合を除いて
は、おおむね二次文献に依拠して歴史像を描
き出した。 
②の戦後の返還については、欧米において

もあまり先行研究がなく、英・米・仏・独・
イスラエルの文書館史料で収集した膨大な
第一次史料から、自ら史実を再構成した。ま
た、生存する関係者へのインタビューも行っ
た。 
③のアメリカでの集団訴訟については、

LEXISや Westlawといった法律系のデータベ
ースを利用して、判例を集めた。ただ、ここ
でも法解釈の問題には分け入ることなく、む
しろ訴訟の流れを把握するために、判例を利
用した。 
４．研究成果 
 上記のような研究により明らかになった
点を前述した三段階に分けて示すと、まず①
の段階においては、ホロコーストにおけるユ

ダヤ人財産の略奪が実に凄惨を極めたとい
う事実が浮かび上がった。財産のはく奪は死
への前段階にほかならず、財産を失うことが
死への扉を開けるものであったということ
が理解された。同時に、略奪はナチのみによ
って遂行されたわけではなく、フランスのヴ
ィシー政府をはじめとする、広範囲な非ドイ
ツ人の加担があったことも明らかになった。 
 ②においては、戦時下で奪われたユダヤ人
財産は、各国の戦後の政治体制によって全く
異なる運命をたどり、一般にドイツをはじめ
とする西欧諸国では比較的広範な返還がな
されたのに対し、東欧の旧共産圏では、返還
と呼べるような措置がほとんど存在しなか
ったことが分かった。したがって、財産問題
が戦後長くくすぶり続けた理由は、冷戦が終
結するまで、東欧でユダヤ人の財産問題が凍
結されてきたことにある。 
 上記の点を踏まえると、③における近年の
返還・補償要求は、主に未解決の東欧の財産
の解決を求めたものであったことが分かっ
た。しかし同時に、スイス銀行の件をはじめ
として、ユダヤ人の財産返還要求がおおむね
成功裏に終わっているのに対し、まったく解
決の見込みのない多くの財産問題が各地に
残されていることも認識された。たとえば、
東欧から追放されたドイツ人の残置財産の
問題である。 
さらなる収穫は、ユダヤ人の財産問題の解

決は、新たなる財産問題の継続―土地を追わ
れたパレスチナ人の財産問題―と間接的で
はあるが関連があると分かったことだ。ユダ
ヤ人がほぼ不在となったヨーロッパに残さ
れた財産が処分され、これがイスラエルに流
れ込み、こうしてイスラエル社会の基盤は強
化されていくのだが、これは同時に、追放さ
れ財産を失ったパレスチナ人の「不在」を既
成事実化するものであった。 
ホロコーストに起因する財産問題を、現在

のパレスチナ問題との関連性でも考えると
いう視点は、西洋の過去と中東の現在を結び、
その中の「連続性」を明らかにするという、
非常に新しい問題提起を可能とした。欧米で
は、ホロコーストで大きな犠牲を出したユダ
ヤ人への配慮からか、イスラエル／パレスチ
ナの問題をもっぱら局地的な政治問題とし
て論じる傾向にあるが、そのヨーロッパ的な
ルーツを明らかにすることは、ホロコースト
とパレスチナ問題は別次元の問題であると
する欧米の「主流派」に、日本から実証研究
でもって挑戦するものとなるだろう。同時に、
こういった世界史的な視野は、細分化された
研究が主流となっている現在の我が国の西
洋史研究に対する問題提起でもある。 
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